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　周辺対策・地元
　協議・周知措置
　（呉市対応）
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都 市 部 

 

ＪＲ新広駅整備事業について 

 

１ 事業の目的 

ＪＲ新広駅は，平成１４年３月の開業以来，年々利用者が増加しており，また，当該駅周辺

地域が呉市東部地区の拠点であることから，西日本旅客鉄道株式会社（以下「ＪＲ西日本」と

いいます。）と協力の上，駅の利便性・安全性の向上を目的として，利用実態に合わせた整備

を実施するものです。 
 

２ 新広駅の現状 

・ 簡易委託駅方式による運営 →早朝・夜間及び土・日・祝日は無人 

・ 当初想定を超える１日当たり乗車人数：２，４００人 →３，６４２人（平成２６年度） 

・ 狭あいな単式ホーム（１面１線）→乗車人数の増加により，通勤，通学等の時間帯に混雑 
 

３ 事業の概要 

(1) 平成２８年４月１日付けで，「呉線新広駅改良等工事」の施行について，ＪＲ西日本と協

定を締結しました。当該協定に基づきＪＲ西日本が詳細設計及び整備工事を実施し，呉市が

事業費を拠出します。 
         

 (2) 協定に基づく工事（詳細設計を含む。）の概要 

  ア 駅舎の改良等（呉市保有の施設に係る工事） 

・ 駅事務室の改良（みどりの窓口設置等），改札口の改良等 

   ・ 呉市委託料 ８２，８９６，０００円（概算額） 

  イ 営業設備の整備（ＪＲ西日本の所有となる設備等の整備） 

・ 自動改札機の増設等 

   ・ 呉市負担金 ９１，７１７，０００円（概算額） 

※ その他協定外の整備として，ＪＲ西日本がホームの一部拡幅工事及びホーム上家の増 

設工事を実施 
  

(3) 整備スケジュールの概要 
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